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(百万円未満切捨て)

１．平成30年３月期第１四半期の業績（平成29年４月１日～平成29年６月30日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年３月期第１四半期 2,349 28.9 69 － 70 － 52 －

29年３月期第１四半期 1,823 － 4 － 3 － 1 －
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年３月期第１四半期 23.41 －

29年３月期第１四半期 0.51 －
　

(注)１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
２．平成30年３月期第１四半期の営業利益、経常利益及び四半期純利益の対前年同四半期増減率は1,000%を超える

　 ため「－」と記載しております。
　

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年３月期第１四半期 3,447 1,765 51.2

29年３月期 3,580 1,757 49.1
(参考) 自己資本 30年３月期第１四半期 1,765百万円 29年３月期 1,757百万円

　　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年３月期 － 0.00 － 20.00 20.00

30年３月期 －

30年３月期(予想) 0.00 － 20.00 20.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無
　　　

３．平成30年３月期の業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 4,338 17.0 40 30.7 40 30.1 29 42.1 12.89

通期 9,400 10.0 290 7.3 290 2.0 210 0.2 93.34

(注)直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無
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※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無
　

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年３月期１Ｑ 2,250,000株 29年３月期 2,250,000株

② 期末自己株式数 30年３月期１Ｑ 47株 29年３月期 47株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期１Ｑ 2,249,953株 29年３月期１Ｑ 2,250,000株
　

　

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将
来予測に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、個人消費の回復に一部遅れが見られるものの、企業収益や雇用環

境の改善を背景に、マクロ経済としては緩やかな回復傾向が続いております。しかしながら、世界経済は、米国の

政治情勢を巡る不透明感や、中東・東アジア地域の地政学的リスクの高まりを受け、先行き不透明な状況で推移い

たしました。

当社が事業を展開するコールセンターサービス業界及びＢＰＯ(ビジネス・プロセス・アウトソーシング)サービ

ス(注１)業界においては、アウトソーシング需要の高まりを受け、市場規模は中長期的に拡大傾向に推移しており

ます。また、カスタマーサービス分野全体においては、コミュニケーション手段の多様化を始めとして、人工知能、

業務の自動化や機械化等、ＩＴを介した新技術を用いてサービスの高度化が進んでおり、業界の裾野が拡大してお

ります。

このような状況の下、当社では、「特化型コールセンターを中心としたＢＰＯ業務の積極展開」を課題として掲

げ、「年金相談及び年金事務業務」、「ＩＴヘルプデスク」、「金融系オフィスサービス」を成長戦略の３本柱と

して、サービスの拡大を図ってまいりました。

売上高につきましては、コールセンターサービス分野、ＢＰＯサービス分野ともに、官公庁向けの案件が、新規

案件・既存案件双方で拡大し、好調に推移いたしました。

利益につきましては、体制強化に伴い販売管理費が増加したものの、売上高の拡大や原価率の改善により、好調

に推移いたしました。

以上の結果、当第１四半期累計期間の経営成績は、売上高23億49百万円（前年同期比28.9％増）、営業利益69百

万円（前年同期比1,595.9％増）、経常利益70百万円（前年同期比1,668.7％増）、四半期純利益52百万円（前年同

期比4,475.4％増）となりました。

（注１）ＢＰＯ（ビジネス・プロセス・アウトソーシング）サービス

官公庁及び地方自治体並びに企業等が、主核ビジネス以外の業務プロセスの一部を専門業者に外部委託するこ

とをいい、従来のアウトソーシングとは異なり、ＢＰＯサービスでは業務プロセスの設計から運用までをワンス

トップで請け負います。

当社は、単一セグメントであるため、サービス別に売上高の内訳を記載しております。

当第１四半期累計期間における主なサービス別の業績は、以下のとおりです。

サービス区分

前第１四半期累計期間
（自 平成28年４月１日

　 至 平成28年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自 平成29年４月１日

　 至 平成29年６月30日）
売上高

（百万円）
構成比
（％）

売上高
（百万円）

構成比
（％）

増減率
（％）

①コールセンターサービス 889 48.8 1,116 47.5 25.4

②ＢＰＯサービス 933 51.2 1,233 52.5 32.2

合計 1,823 100.0 2,349 100.0 28.9

①コールセンターサービス

コールセンターサービス分野の売上高は、11億16百万円（前年同期比25.4％増）となりました。国民健康保険

中央会様より新規受託したＩＴヘルプデスク業務が当期の４月よりスタートしたこと、既存の日本年金機構様向

け年金相談業務において、業務拡大により売上規模が拡大したこと等により、好調に推移いたしました。

②ＢＰＯサービス

ＢＰＯサービス分野の売上高は、12億33百万円（前年同期比32.2％増）となりました。日本年金機構様向けの

年金事務業務が伸張したほか、民間系はスキャニング及び記帳代行業務が好調に推移いたしました。また、中小

企業基盤整備機構様の「共済業務に係るデータエントリー業務」を受託するなど、中長期成長戦略の基盤となる

受注活動を推進することができました。
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（２）財政状態に関する説明

(資産)

当第１四半期会計期間末の資産合計は34億47百万円となり、前事業年度末に比べ１億32百万円の減少となりまし

た。流動資産は25億60百万円となり、82百万円の減少となりました。この主な要因は、現金及び預金の増加20百万

円、売掛金の減少１億８百万円によるものです。固定資産は８億87百万円となり、49百万円の減少となりました。

この主な要因は、減価償却費の計上によるものです。

(負債)

当第１四半期会計期間末の負債合計は16億82百万円となり、前事業年度末に比べ１億39百万円の減少となりまし

た。流動負債は12億65百万円となり、１億17百万円の減少となりました。この主な要因は、買掛金の減少55百万円、

未払費用の増加96百万円、未払法人税等の減少97百万円、賞与引当金の減少58百万円、受注損失引当金の増加24百

万円によるものです。固定負債は４億17百万円となり、22百万円減少となりました。この主な要因は、長期借入金

の減少23百万円、退職給付引当金の増加４百万円によるものです。

(純資産)

当第１四半期会計期間末の純資産合計は17億65百万円となり、前事業年度末に比べ７百万円の増加となりました。

この主な要因は、四半期純利益による増加52百万円、配当金の支払いによる減少44百万円によるものです。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第１四半期累計期間の経営成績において、営業利益・経常利益及び四半期純利益の金額が、第２四半期累計期

間における業績予想の金額をそれぞれ上回っておりますが、第２四半期累計期間において、前年同様の先行投資が

見込まれるため、平成29年５月10日に公表しました第２四半期（累計）及び通期の業績予想は据え置くことといた

します。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,200,045 1,220,533

売掛金 1,253,875 1,145,811

商品 － 4,725

仕掛品 320 2,126

貯蔵品 2,702 2,316

その他 186,073 185,023

流動資産合計 2,643,016 2,560,536

固定資産

有形固定資産

工具、器具及び備品（純額） 453,075 422,135

その他（純額） 180,637 175,459

有形固定資産合計 633,712 597,594

無形固定資産 54,246 49,925

投資その他の資産 249,046 239,891

固定資産合計 937,005 887,411

資産合計 3,580,022 3,447,948
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(単位：千円)

前事業年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成29年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 159,877 104,150

1年内返済予定の長期借入金 95,400 95,400

未払費用 472,006 568,975

未払法人税等 146,431 49,389

賞与引当金 110,050 51,672

役員賞与引当金 12,883 5,100

受注損失引当金 44,044 68,735

その他 341,891 322,055

流動負債合計 1,382,584 1,265,478

固定負債

長期借入金 87,800 63,950

退職給付引当金 269,173 274,062

役員退職慰労引当金 42,301 42,189

資産除去債務 5,968 5,972

その他 34,802 31,218

固定負債合計 440,045 417,392

負債合計 1,822,630 1,682,871

純資産の部

株主資本

資本金 354,108 354,108

資本剰余金 314,108 314,108

利益剰余金 1,088,864 1,096,536

自己株式 △37 △37

株主資本合計 1,757,044 1,764,716

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 348 361

評価・換算差額等合計 348 361

純資産合計 1,757,392 1,765,077

負債純資産合計 3,580,022 3,447,948

決算短信（宝印刷） 2017年08月03日 15時43分 7ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



富士ソフトサービスビューロ株式会社(6188) 平成30年３月期 第１四半期決算短信

― 6 ―

（２）四半期損益計算書

第１四半期累計期間

(単位：千円)
前第１四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

売上高 1,823,008 2,349,534

売上原価 1,588,168 2,021,603

売上総利益 234,839 327,930

販売費及び一般管理費 230,768 258,886

営業利益 4,071 69,043

営業外収益

受取利息 47 4

受取配当金 7 4

受取手数料 － 1,876

助成金収入 220 60

その他 51 －

営業外収益合計 327 1,944

営業外費用

支払利息 395 280

その他 6 16

営業外費用合計 401 296

経常利益 3,996 70,691

特別損失

固定資産除却損 53 6

特別損失合計 53 6

税引前四半期純利益 3,943 70,684

法人税、住民税及び事業税 4,686 33,274

法人税等調整額 △1,894 △15,259

法人税等合計 2,792 18,014

四半期純利益 1,151 52,670
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。
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